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当院では「イナビル吸入薬」をインフルエンザ治療の第 1選択薬にしています。 

 本日吸入すれば、５日間効果が持続します。 

 通常、１〜２日で熱がさがり、カラダが楽になってきます。 

 「１回完結」なので、５日間内服や吸入する他薬と比べて服薬が確実です。 

 

 大きな副作用はめったにありません。 

 特に 10代のお子さんは、タミフルは避けるべきなので、イナビルが良い。 

★ 当院では８歳以上のお子さんと、成人には、「イナビル吸入薬」を処方します。薬局に

て練習してもうまく吸えないお子さんは、タミフルの内服薬になります。 

★ 37.5kg 以上のお子さんは「タミフルのカプセル剤」、１日２回ですが、それ以下の体重

のお子さんは「タミフル DS＝ドライシロップ＝散剤（粉薬）」です。 

 

★ 予防投薬について 

イナビル吸入薬だけでなく、タミフルもインフルエンザにかかりそうになった時の「イ

ンフルエンザが発病しないように使用する予防投薬」が認められています。 

★ 対象となるのは 

 気管支喘息や心臓病、糖尿病、腎臓病などの持病がある方 

 65歳以上の方 で「インフルエンザにかかると重症化することが心配される場合」

です。 

 これらの方の「家族がかかった場合」に予防投薬が認められます。 

 若い方、持病のない方は、予防投薬の対象外です。ただし、子供さんでも気

管支喘息のある方、既往のある方は対象となります。 

 予防投薬は、「医療保険は適応外」ですので、自費診療です。当院では、イナビル

＝6500円、タミフル 5000円 とさせて頂いています。 

 インフルエンザの方と接触後、「遅くても」36時間以内に開始しないと効果があり

ません。また、100％発病阻止を保証するものではありません。 

 イナビルは予防では、１吸入を２日間、タミフルは毎日１capずつ 10日間。 

 


